
1 

 

令和８年７月１７日 

全国知事会議後の記者会見 

 

（司会） 

それでは、時間が来ましたので、ただいまから記者会見を始めさせていただきま

す。初めに、阿部会長から発言がございます。 

 

（阿部会長） 

先ほど全国知事会議、一昨日からの一連の会議が終了いたしました。会議自体は昨

日今日でありますけども、そうした中で今回、先ほど平井鳥取県知事から高らかに読

み上げていただきましたが、鳥取宣言ということで、今回の知事会議の方向性、大き

な我々の問題意識、取りまとめさせていただいたところであります。 

後程また平井知事からも、ご発言いただければと思いますけれども、やはり今、日

本や世界が大きな転換期に差しかかっている中で、我々、知事会としては、一致結束

して、県民の皆様方、住民の皆様方が未来へ希望を持って生き生きと暮らせる地域社

会、そして日本の実現に向けて結束して取り組んでいきたいと思っています。 

大きな課題としては人口問題、これについては、人口戦略推進チームを新たに設け

て、国民運動を様々な各界各庁とも連携しながら進めていきたいと思っています。 

また、地域未来戦略の推進をはじめ、強い経済を実現するためには、何よりも、人材

の確保・育成ということが重要だと考えています。高校改革、大学のあり方、人材戦

略をぜひ国家戦略として強力に国が推進していただきたいと考えています。 

また、私の知事会長としての大きなテーマの 1つであるジェンダー平等の推進、こ

れはすべての人たちが、個性や能力を最大限発揮できる社会の実現にも寄与するもの

だと思いますし、女性、若者が住み続けたくなる、戻ってきたくなる、そうした地域

をつくっていくためにも、極めて重要な課題だと思っています。これも各都道府県で

連携して取り組んで参りたいと思っています。 

加えて、安心して子育てできる環境を作るためには、例えば子ども医療費助成等

は、都道府県市町村が一生懸命行っていますけれども、ナショナルスタンダードとい

えるようなものについては、やはり国が責任を持って取り組んでいくことが必要だと

思っています。 

この点、中村知事からもいろんな場面で発言をしてきていただいていますけれど

も、国に対しては、そうした子育て支援のナショナルスタンダードの全国的な取り組

みを強く求めていきたいと思っています。 

加えて、安心して暮らせる地域社会をつくるためには、医療、あるいは介護、こう

したサービスをしっかり我々が守り抜くことが必要だと考えておりますし、そのため

に必要な措置を国に対しては求めていきたいと思っています。 

また、人口減少社会でありますので、スマートシュリンクというような視点で、国

と地方の行政機関の役割分担の見直しも含めて、しっかり取り組んでいきたいと思っ

ています。 

最後、ＡＩ、非常に急速に進歩、進化をしてきています。 

我々都道府県も、このＡＸに対応していくということが重要だと思っています。 
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行政サービスの高度化であったり、地域産業の生産性の向上であったり、あるいは人

手不足の解消であったり、こうしたことに、このＡＩ／ＡＸを活用していきたいと考

えています。 

「現場から日本を動かす」が、知事会のスローガンでありますので、この宣言の最

後にも記載をさせていただいているように、現場主義の精神と実践で、日本を動かす

挑戦に立ち上がっていきたいと考えております。 

平井知事には大変お世話になりましたことを感謝申し上げるとともに、同席いただ

いている知事をはじめ、各本部長、委員長県の皆様方、そしてすべての知事に感謝申

し上げて、まず私からの今回の知事会議の報告といたしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

（司会） 

はい、ありがとうございました。 

それでは質疑に移りますが、なるべく多くの方の質問をお受けしたいのでお 1人 2

問程度でお願いしたいと思います。 

また本日は会長だけではなく、4名の知事もいらっしゃいますのでぜひ皆様にもご質

問いただければと思います。 

質問に際しましてはスタッフがマイクをお持ちします。 

社名とお名前、並びに、どちらの知事あての質問であるかおっしゃっていただいて

から、ご発言をお願いします。 

それでは、ご質問のある方挙手をお願いいたします。 

 

（ＮＨＫ） 

ＮＨＫ鳥取局の渡利といいます。平井知事に質問させていただきます。 

先日の定例の記者会見の際にこの知事会議の位置付けとして、重大な変革期である

と、今回の知事会議が非常に重要な知事会議になるというふうにおっしゃっていまし

た。 

改めて今回の知事会議振り返ってどのような会議だったかという総括をいただきた

いと思います。 

あわせて、人口減少の対策チーム、設置という議案の提出もありましたが、そうい

った人口減少などについてこれから具体的に、どのように取り組んでいかれるか、こ

の 2点を伺いたいと思います。 

 

（平井知事） 

今回は阿部会長をはじめ、各県の知事の皆様の絶大なご協力をいただき、ここ、ダ

イキンアレスの関係者の皆さんや、あるいは県民の皆様、事業団体の皆様、様々な

方々のご協力を得まして、何とか、この鳥取という人口最少の県において、1つの大き

な仕事をすることができたこと、感謝を申し上げたいと思います。 

今回話し合った内容は、今世界が非常に大きく揺れている中、また国会の最終盤

で、法案がどうなるか、そういう状況が続く中において、開かれるという、そういう

タイミングになりました。 
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その中で、例えば人口減少問題であるとか、あるいは燃油高や物価の関係、それか

らジェンダーのこと、あるいは地方創生をはじめとした地域づくりへの対策。 

そうした各般の課題につきまして、話し合うことができたことは非常に大きかった

かなというふうに思います。 

そういう中でも、いろいろとご議論がございました。 

税財政の問題につきましても、一定の修正文書はできた格好になりましたが、た

だ、大方ですね、知事会の考えが示されたという点で、これから冬に向けた、この税

源偏在問題の対策、遂行に向けて、大きなモーメントにはなっただろうと思います。 

それから併せまして、今回初めて、渡利さんにはあれですけどもＮＨＫの受信料に

ついて取り上げられまして、これについては多分まずはサイコロを投げた、それが今

回だったと思います。これから、関係の機関との話し合い、あるいは政府との調整な

どが始まるかと思います。 

事程左様な形で、いろいろな懸案に向き合いながら、我々知事会の矜持を示した

り、決意を示したり、そういう有意義な大会になったのではないかと思います。 

この成果を、今、概算要求が始まる（タイミングで）、国会も終結して、恐らくはそ

のあと、政治の形も変わるかもしれません。 

そういうような中で我々は 1つの現場主義のシーンを通しながら、これから日本を

変えていく中心になっていかなければならない、そのように思います。 

人口減少につきましては、行動宣言が採択されました。 

それに基づいてできるだけ早く人口戦略の推進チームの結成をしたいと思います。 

具体的には知事レベルでの協議体があり、また幹事的に、その実務で動かしてい

く、そういう部隊も作っていく必要があるかなと思っております。 

これを政府側にまず投げかけをさせていただきまして、車の両輪でやっていこうと

いうのが今回の行動宣言でありますので、政府の方でも、一緒に、この人口減少問題

に取り組む、そういうことのお願いをしたい。 

そういう意味で要請活動もしていく必要があると思っています。 

また社人研（国立社会保障・人口問題研究所）と言われます、こういう研究所も、

これ、ビッグデータを持っております。それから分析の手法もできているし、従来か

ら、合計特殊出生率を算定している、その当事者団体でもあります。こちらとタッグ

を組むことができれば、今までよりもより深みのある分析ができ、政策形成ができる

のではないかと思っております。 

こういう基本的な流れが、今回の大会で生まれたと思っておりますので、私も引き

続き、本部長として、阿部会長のご指示を仰ぎながら、先頭に立ってやって参りたい

と思います。 

 

（新日本海新聞） 

地元紙の新日本海新聞の清水と申します。平井知事に伺います。 

鳥取宣言を採択されました。こちらの文言など、知事の思いが込められている部分

が多数あるかと思いますけども、どういった点に注意してこの宣言を考案されたので

しょうか。 

 

（平井知事） 
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実際お話を申し上げれば、前文と最後は、夜中の 11 時ごろから書き下ろしてやった

のですが、一気に書いてしまったのでちょっと筆が走ったかもしれません。 

いずれにいたしましても、そういうような形でやはり鳥取で、みんなの気持ちをひ

とつにまとめてアピールする、それに、我々、この地域の風土だとか、また想い、歴

史も、織り込ませていただこうと、そういう形で、自分なりに考えました。 

職員が原案持ってきてくれたのですが、申し訳ないけど一切使わなかったです。格

調高く書かなきゃいけないよって言ったら、いや格調高いですけど、と言われて、否

定するのもかわいそうなので自分で考えてみた、というのが実態です。 

そういうようなことで、そこは私が書きました。 

あとは、ここに並んでおられる本部長さん、委員長さんたちが、起草されました。 

人口戦略の部分は、私も書かせていただいたところでございます。 

ここにコンパクトに今回の大会の内容が詰まっていると思いますので、我々として

はこの鳥取宣言を、この知事会の記憶として、地元としても留めていきたいと思いま

す。 

 

（新日本海新聞） 

阿部会長に伺いたいと思いますけれども、今回主に地方税財源の議論の中で、かな

り異なる意見が相次ぎまして、それを取りまとめるということがかなり難しい場面が

あったかと思いますが、こういった議事進行を終えられて率直なご感想を伺いたいと

思います。 

 

（阿部会長） 

47 人の知事の皆様それぞれいろいろなご意見がありますので、なかなかまとめるの

は難しそうだなと思って会議に臨ませていただきましたが、しかしながら皆さんに議

事進行にご協力いただいて、昨日も本日も予定通り、時間通り、終了することができ

たと思っています。 

税財政の部分については、先ほど平井知事からも言及ありましたけれども、基本的

な方向性はまとまっていると思っています。 

ただ、東京都は少し別の意見がありましたので、提言上付記はさせていただいてい

ますけれども、やはり偏在性の少ない、安定的な地方税体系を作っていくという、与

党の税制大綱で書かれている方向性を我々としても、ぜひ実現をしていただきたいと

思っています。 

 

（山陰中央新報） 

山陰中央新報の片山と申します。東京一極集中の是正のことでお伺いします。今回

様々な議論があって東京都さんとの立場の違いは明確になったかなと思うのですが、

山梨県の知事から協議の場を設けたらどうかという提案があったと思います。 

そのことについての受け止めと、実際にそれを設けるようなお考えがあるのか、そ

れを具体的に動かすとすればどういった、東京と地方の関係を描いていくのかという

のを、阿部会長と平井知事にお伺いしたいと思います。 

 

（阿部会長） 
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首都のあり方について議論をしていく必要があるのではないかということで、長崎

山梨県知事からご提案いただきましたので、これ非常に幅広い分野に跨り得る話だと

いうことで、私の方で引き取らせていただき、関係する委員長、あるいは本部長とも

相談をさせていただいた上で、改めて全知事の意見を聞いて、これからの方向性をま

とめていきたいと思っています。 

首都にはやはり特別の役割というものがあります。 

その一方で、例えばエネルギーであったり、食料であったり、そうした分野では、

大都市、あるいは首都をいわゆる地方部が支えているというのが、今の日本の形にな

っています。 

そうした中で、人口であったり、企業であったり、大学であったり、そうしたもの

が過度に集中していることに対して多くの知事が問題意識を持っています。 

その一方で、今申し上げたように、その首都とその他の地域の関係性というのは、

やはり首都だけ、地方だけということを見るだけではない視点というのも、一定程度

必要な部分もあるのかなと思います。 

そういう意味で少し幅広い意見を聞かせていただいた上で、知事会としての対応方

針は決めていきたいと考えております。 

 

（平井鳥取県知事） 

阿部会長のお考えの通りでございます。 

山梨県知事が仰っていた、首都機能の大切さというのは誰もが認めるところです。 

それと、全国の、いわば過疎にならない、それから人材は取られるばかりで、結局

帰ってこない、というようなこと、こういうものもやはり同時に封じてかなきゃいけ

ないだろうと思います。 

そういう意味で阿部会長の方で今、これからどういうふうに、そこの議論を整理し

ようかというのが、この大会後のことでありましょうから、私も参画をして参りたい

と思います。 

 

（山陽新聞） 

岡山県の山陽新聞の記者で川中と申します。阿部会長と伊原木知事にお伺いしま

す。 

今回の全国知事会議、いろいろ会議の中で話があったように、国勢調査の速報値の

結果が出てから、直後の会議となり、人口戦略を推進する行動宣言はじめ、人口減少

が起因となる様々なテーマが議題となりました。そういった現実を踏まえまして、今

回の全国知事会議で、人口減少対策を進めるにあたっての成果、もしくはその課題を

それぞれ教えていただければと思います。また伊原木知事には総合戦略特別委員長と

して取りまとめた案件も踏まえて、お答えいただければと思います。 

 

（阿部会長） 

まず今回も様々な課題について俎上に載せて検討を行いましたけれども、かなりの

分野が、実は背景としては人口減少問題があると思っております。 
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例えば医療、介護の問題にしても、あるいは教育の問題にしても、さらには行政体

制のあり方にしても、もちろん個別のテーマの議論でありますが、その背景には人口

というものが、常に存在していると考えています。 

そういう意味では、今回、この人口戦略の推進を断行し、持続可能な未来を拓く行

動宣言ということも、平井知事のご尽力で取りまとめさせていただいておりますけれ

ども、やはり我々としてはこの人口減少問題を、現下の最重要課題として位置付け

て、結束して取り組んでいきたいと思いますし、政府も十分な問題意識を持っていた

だくと同時に、経済界はじめ、様々皆様と協力・連携をしながら、取り組んでいきた

いと考えています。 

 

（伊原木岡山県知事） 

総合戦略特別委員会の委員長、これは舞台回しの担当でありまして、いかに、みん

ながここに集まるまでに良い準備ができるかということと、集まってからさらに良い

仕事ができるか、会長が良い仕事をできるように段取り、サポートするかということ

であります。 

本当に充実した議論を行うことができたと、参加した知事の満足感も非常に高かっ

たのではないかと雰囲気から察したわけで、本当に良かったなあと思っております。 

人口問題に関しても、課題を共有することができた、それぞれで個別のニュアンス

は違うけれどもやっぱり、これはそれぞれの地域にとって日本全体にとって大きな問

題だということを確認し合うことができた、文字に落として次の行動を決めることが

できたということで非常に意義深かったと思います。会長がおっしゃる、現場から日

本を動かすための準備と、その会議の実行ができた、これからそれをもとに、動かし

ていくのだろうなということを考えています。 

私自身の担当で言えば、合区の決議案、これまでよりも質の高い決議案をまとめる

ことができた。これまで反対する県の一文が残っていたのですが、今回、それを溶け

込ませることができたということですし、大都市問題につきましてはちょっと裏話的

なことですけれども、昨日の朝早く集まってみんなでミーティングをする中で、その

前日もあったそうですけれども、当初予定されていた合意案よりも、さらに質の高い

合意案を取りまとめることができたというのが、実際に会うことの効用なのかなと実

感をしています。 

 

（日本経済新聞） 

日本経済新聞の杉本と申します。質問が 2 つと事務方への簡単な確認が 1点あるの

ですけどよろしいですか。まず質問の 1つ目なのですけれども、ちょっとこれはお答

えいただける方にお答えいただければということなのですが、スマートシュリンクに

関してです。 

鳥取宣言でも地方創生の提言書でも、スマートシュリンクという文言が今回入って

おりますが、昨日の分科会では広域調整を担う都道府県の役割が重要であるというと

ころで、何か今後知事会として、市町村の団体であるとか、もしくはそれぞれの地域

での市町村であるとかに対して、何かこうアクションを起こしていくようなご予定が

あるかどうか、もしくはスマートシュリンク全般に関して、何かアクションの予定が

あるかどうか伺います。 



7 

 

 

（伊原木岡山県知事） 

その分科会に出たのが私だけということがありまして、増田先生、田中先生の講演

を聞いて、それぞれの参加４県の具体例を出したわけでございます。 

今回、スマートシュリンクが大事だということについて、私は、気づきというか、

合意文書の中で全国の知事が共有できたのではないかと思っているところでございま

す。 

分科会に出た我々が非常に勉強になったものを、これから、その分科会に直接参加

はできなかった知事が、後程資料を通じて、この内容を共有していただけることを期

待しています。 

 

（日本経済新聞） 

例えば岡山県内の市町村であるとかに対して、何かまたスマートシュリンク（につ

いてアクションの予定があるかどうか。） 

 

（伊原木岡山県知事） 

私自身は、美咲町という非常にいい実例が岡山県内にあるにもかかわらず、これま

でそれを広げる努力が足りていなかったというのが、個人的な反省点でありまして、

戻ったら、もっとこれまでよりも強く、スマートシュリンクを訴えていこうと決意し

たところであります。 

 

（阿部会長） 

おそらくこの問題はどこの都道府県も、問題意識を持って取り組まれていると思い

ます。一方、補足的に今、地方制度調査会でも、国と都道府県と市町村の役割分担の

あり方の議論が始まっています。まさに人口減少下の中で、これまで通りの役割分

担、関係性でいいのかという問題意識でありますので、私もメンバーで参加をしてお

りますので、このスマートシュリンク的な思想を、しっかり持ちながら国にも問題提

起をしていきたいと考えています。 

 

（日本経済新聞） 

2 点目の質問で、こちら平井知事がよろしいかと思いますが、人口減少の行動宣言の

中で、人口減少地域特区という文言もありますけれども、こちらの規制緩和であると

か、もしくは大きな裁量を持った取り組みをしたいということでの表記かと思います

が、特に何かもしそういった特区ができたならばこういうことをしたいんだ、という

ようなお考えは今の段階でありますでしょうか。 

 

（平井鳥取県知事） 

これですね実は全国で我々動いているわけです。 

全国の中から、いろいろと今の課題意識の中で、スマートシュリンクの話と若干重

なるかもしれませんが、人口が希薄化してくる中山間地域などで、例えば交通をどう

するか、そうなると、今までの先例に基づいてやっているような交通事業体っていう

のはうまくいかなかったりするのですね。 
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この裏には、規制があると。あるいは医療や介護の問題もそうです。 

例えば中山間地で、訪問医療、訪問看護なんかをやると。そういうのに、こういう

ような人材配置の基準があるとか、決まっているわけですよね。だけどそれって、な

かなかうまくいかないと。だから、我々は例えば分権提案の中でも、そういうのを外

せということを毎回やるのですが、正直応じてこない省庁もあります。ですから、特

区を作ったらどうかっていう発想なのですね。 

人口が希薄化するような中でも、社会生活、人間として暮らしていけるという、お

年寄りばっかり、それも数は多くなくても、それだと今の法規制ではうまくいかない

ので、ここの規制を緩和してくれとか、そういう特区があったらどうかと、こういう

提案がございます。 

これ実は今回、具現化したところでありまして、確かに杉本さんおっしゃるように

これ初出現みたいな話かもしれません。ただこれをぜひ、国の方にも投げかけてです

ね、この地域が残っていく、暮らし続けられるふるさととして、生き抜いていくため

に、今いろんな都市基準で作ってある規制なんかを緩和して、例えば医療とか介護と

か福祉だとか関係なくみんな一緒にやるとかですね、そういうことって、本来あって

いいと思うので、そういう特区を作ってはどうかという提案です。 

 

（日本経済新聞） 

最後また確認なのですが特別市の話で、もともとの文章で静岡県さんはちょっとこ

れ見解が違うというような注釈があったと思いますが、その静岡県さんも含めて、今

の中間取りまとめで合意されたという理解でよろしいですか。 

 

（阿部会長） 

その通りです。 

 

（共同通信） 

共同通信の諏訪と申します。会長と多分中村さんがいいのかなと思いますのでよろ

しくお願いします。偏在是正の問題なのですが、遠い昔からどこまでという言い方を

したりして、そういう、皆、都道府県の中で、偏在是正するのはあんまりよくないよ

ねって言い方をした時代もあったけれども、今回、ここ 2回は特にですね、強めに出

してきてるっていうのは、やはりそれは昔に思っていた偏在是正と、偏在是正の中身

とか、あるいは社会構造変化に法人事業税のあり方が合ってないからこういう事態に

なっているのか、そういう構造的な問題が大きいので、こういう偏在是正が必要にな

ってきたのか、そういう偏在是正についての考え方と、それから今後、結局小池さん

の、首に誰が鈴をつけるのかっていう議論になるのかもしれませんが、知事会として

もう一度小池さんと話をするとか、そういった機会を設けるようなお考えはあるの

か、あるいはその際にですね、昨日久しぶりに、現場に総務大臣が来られて、一曲披

露して帰っていったという状況でしたが、今回は、総務大臣がこられるっていうこと

は、特に仕組んであったのか、それともたまたま総務大臣の日程が合ってたので、あ

るいは平井さんが何か一曲歌えるから来ないかと言ったのかその辺の裏話と、それか

ら偏在是正において、総務大臣に何かご出馬を願うなり、役割を果たしてもらいたい

というような思いがあるのかどうか、教えていただければと思います。 
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（阿部会長） 

まず、偏在是正に関しては、今、社会経済情勢の変化が問題なのか、それともその

財源自体の問題なのかっていうご質問だったのですが、それは基本的に両面あると思

っています。 

1 つは、今回の会議でも、意見として出されていましたけども、例えば、様々なネッ

トバンキングとかですね、いろんな経済活動が、そもそも都市集中型、活動は地方

で、いろんな消費構造とか地方で行われていても、納税する場所が、都市に集中、東

京に集中していますと、そういう背景は、加速化しているということがまず 1つある

と思っています。 

その一方で、先ほどちょっと首都とその他の地域の関係性の話を申し上げましたけ

ども、首都は首都として、東京は東京としての大きな役割を持っていると思います

し、知事会の中での議論でも、東京が発展することが、駄目だというふうには、誰も

言っていないわけでありまして、ただ東京と地方との関係性のあり方についてどう考

えるかということは、大きな視点としてあります。 

そういう中で、そもそも地方税というものは、国税と違って、各都道府県市町村が

賦課徴収する税金ですから、本来的に偏在性が少ない方が望ましいという、これはも

う原則だと思っていますし、また、医療とか教育とか福祉とか、安定的なサービスを

提供しなければいけないので、そういう意味では安定性が必要だと。まさに与党の税

制改正大綱でも、そうした方向性を位置付けていただいていますので、そういう意味

では我々としての問題意識、あるいは地域の実情を、しっかり伝えながら、国会にお

いて方向性を定めていただきたいと思っています。 

そういう意味では、先ほど小池知事と話すとかっていう話がありましたが、もちろ

ん知事会のメンバーですので、小池知事といろいろ対話をすることが必要だと思いま

すけれども、ただこれ税制をどうするかという話で、我々が最終的に決定する話じゃ

ないので、そういう意味では、知事会としても、政府、あるいは国会、関係方面に、

今回の我々の提言をしっかり伝えていきたいと思っています。 

 

（中村愛媛県知事） 

もう皆さんもお気づきの通り、知事の 47 人の会っていうのはそれぞれが選挙で選ば

れてそれぞれの考えを持って、責任を持って参画していますので、意見を取りまとめ

るのは並大抵なことではないといつも感じています。 

それをこうしてまとめられたのは、阿部会長の懐の深さと、またリーダーシップの

賜物だと、心から敬意を表させていただきたいと思います。 

それからまた本当に話し合いに集中できる環境、そしてその中でも、鳥取の魅力を

伝えるような工夫をされた、地元の平井知事にもお礼を申し上げたいと思います。 

私の方から地方創生の本部長として感じていることを申し上げさせていただきたい

と思います。石破前内閣のときに地方創生が 1つの大きな政策の目玉となりました。 

新しい地方経済・生活環境創生本部が立ち上がって、有識者として参画してほしいと

いうことでありましたけれども、そのときに、地方分権の流れの中で出てきた地方主

権の流れの中で地方創生っていうのはあると思うのですけれども、そのためにはまず
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我々地方の政策立案能力を高めて、自力をつけていくと、これがもう大前提である、

というふうな文言からスタートをしました。 

その一方で制度の改革、権限財源の移譲、様々なものを求めていき、自力で政策立

案ができて、それぞれの地方の個性を生かした地域づくりに入っていくことが、地方

創生の目指すべき道のりというようなことで議論を積み重ねてきていたのですけれど

も、ただその時に、どうしても踏み越えなければならないハードルがありました。 

そのハードルを取り除かないと、地方創生に一歩踏み出す余裕が生まれない。 

それは、財源豊かな東京都で展開される、子育て支援を中心としたいろいろなサー

ビスの無料化という政策展開でありました。財源には限りがあります。 

東京都があれを無料にしたからこちらでもやってくれ、当然全国にそういう声が広

がるのですけれども、他の地域で東京都と同じことができるわけがないと。 

ここから税の偏在是正の問題も含めてですね、東京一極集中っていうのはどうなの

だろうかというような、議論が大きくなってきた経緯はあります。例えばですね、こ

れ子育てだけじゃないと思うのですけれども、先般、国が物価高騰対策の交付金を出

しました。これ市町も含めてなのですけれども。 

物価高騰対策でありながら、商品券にそれが消えていく。需要喚起策を行っている

わけですよね。物価高騰対策の交付金が何で需要喚起策になっていくのか、それは誰

も反対をしない、ばらまきだからですね、サービスの無料化も同じだと思います。本

当に有効なお金の使い方になっているのか。こここそが、我々の政策立案能力を高め

なければならないと、最初に申し上げたポイントがあるのではないかと思います。 

やれるところとやれないところが、サービスの無料化にはあります。やらなければ

いけないものと、やってはいけないものがあるとも思います。そういう中で今回も発

言させていただきましたが、東京都が行っているサービス無料化等々、あるいは給付

金の一律支給等々は、東京都だけの問題にとどまらない、全国に影響を与えているの

でそこは考えていただきたいっていうことは、直接申し上げさせていただきました。 

こうしたばらまきの背景っていうのは、理由は、2つしかないと思います。お金に余

裕があるか。知恵がないか。この 2つに限られると思います。 

知恵がないとは思えないので、ということは、余裕があると。これは偏在是正、現

状を変えるという動機になるのではないかと個人的には思っておりますので、こうし

た観点から本当に、全国で喧嘩しているわけじゃない。会長がおっしゃったように、

東京都の首都の機能、大事です。東京都がお金を使って首都機能を輝かせるのは誰も

反対しない、日本の中心になって欲しい。 

でも、さっき言ったような、そういった分野に振り向けられるとするならば、それ

はちょっとどうなのかなということは、申し上げる必要があるのではないかと思って

います。以上です。 

 

（平井鳥取県知事） 

なかなか格調高い話の後で恐縮ですけどピアノの話ですか。 

それについて私の担当だと思いますので、お話を申し上げたいと思います。 

実は総務大臣のところには、当然ながら、いろいろと要望活動する機会や、それか

ら阿部会長も含めて、知事会として、懇談する機会も正直ございました。 
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そういうときに、ちょっと話題に振らせていただいたのが、イギリスで、白いピア

ノを弾いてビートルズをうたったら、Ｇ－7 の外相会合が大変盛り上がって、正直内容

云々よりも、あの写真が世界中出回ったと。すごいですねっていう話をちょっと申し

上げたところ林大臣の方から、裏話のようなお話がございました。あれ実は自分は弾

くことは知らなかったと。イギリスの外務大臣にあら何とこんなところにピアノがあ

るじゃないですかと。弾いてみますかって言われてそれで、ああいうようないわば一

枚の写真になったと、こういうことでありました。 

ですから林大臣に私も申し上げたのですが、ピアノがあったら弾かれますかと。 

そしたら弾いてもいいかなというような感じをおっしゃったので、それでスタインウ

ェイのピアノを置いておいたということでございます。 

知事会の中でも、この話は若干盛り上がりまして、そしたら山本知事がギターで合

わせてもいいと、こういうお話をおっしゃったものですから、それじゃちょっとセッ

ション風にしますかと。ただ実は偶発的なことでありまして、もともと弁当を食べて

いる時間帯のごく一部で、ちょっとそのあと、景色を眺めていただきながら、梨のジ

ュースを飲んでいただく、そのスペースにピアノを置いていたら演奏会が始まった

と、こういうことでございます。 

我々として何か下心があったかみたいな諏訪さんのご趣旨だと思うのですが、一切

ございません。ただ、実は私も全国知事会長をしていたりして、長年目指してきてい

ることなのですが、やっぱり政府と知事会との関係性というのを変えていく必要があ

るだろうということです。 

何かこう、要は、いろいろと要望する、そういうイメージで地方６団体とらえるの

ではなく、国とパートナーとして、お互いに支え合っていく、コミュニケーションを

とっていくということでありまして、そういう意味で、音楽というツールはですね、

今回、偶発的にも起こったっていうことは、時代の変化かなと思います。 

私もコロナ以降ですね、この関係性が変わってきたと思っていまして、コロナのと

きに、政府の方も、我々、都道府県がないと仕事が回らないということが、痛感され

たということだと思います。それで、我々との関係性というものを、政府側も重視す

るようになってきたと思います。 

そういうタイミングで、今回の Let it be という曲と、あと、大臣ご自身が作詞作

曲された曲を歌われました。それはそれでよかったと思います。 

そのあと、Let it be って（直訳で）ほっとかれてもなあ、ということで、私 Make 

it change の方がいいと言ったのですが。ともかくそういう形で、新しい、ある意味、

フランクな、政府と知事会の関係性が生まれてくれば、我々としては初期の目的が果

たせるかなと思っています。 

 

（共同通信） 

偏在是正における、林さんへの期待っていう部分がございますか。 

 

（阿部会長） 

総務大臣、総務省は、地方財政の所管省庁でありますので、当然大臣にも、我々の

問題意識は理解していただくということが必要だと思っていますし、これまでも総務



12 

 

大臣、総務省に対しては、知事会からも、いろいろ問題提起をさせていただいている

ところでありますので、引き続き、そうした活動は行っていきたいと思っています。 

 

（司会） 

もうすぐお時間になりますのであと 1人、ご質問を受けたいと思います。 

 

（信濃毎日新聞） 

信濃毎日新聞です。2～3点伺いたいのですが、まず阿部会長に伺います。 

ちょっと、今回、知事会会長というお立場で、全般的に議事の進行に専念されてい

たかなというふうに思いますけれども、一方で様々な各地の知事たちからそれぞれの

各県、各都道府県の実情を踏まえた意見、提案、いろいろな形になされておりました

けれども、会長でいらっしゃると同時に、長野県の代表者でもいらっしゃると思うの

で、長野県の実情も踏まえて今回人口減少と、長野県で言うと、信州未来共創戦略等

ありますけれども、そういった取り組みも踏まえて長野県代表者として今回のこの、

宣言、議論に紐づけて訴えたいことを、もしあれば何か教えていただけますでしょう

か。 

 

（阿部会長） 

まず鳥取宣言、これ、取りまとめについて、平井知事の思いがかなり入った文章で

ありますが、実は私の思いも一部入れていただいていて、例えば社会の基本設計のバ

ージョンアップ、これは、今、歴史的転換期に当たってですね、やっぱりもうそもそ

も、社会のあり方自体を、変えていかなきゃいけない。 

これ県知事としても、県の皆さまに訴えかけさせてきていただいているところであ

りますけれども、そういう意味では長野県での実践的な問題意識を、この知事会での

議論にも活かさせていただいたというふうに思っていますし、またこの知事会議での

各知事の皆さんのご発言、あるいは、今回取りまとめさせていただいた、様々な宣言

や提言、こうしたものも、もう１回我々長野県にフィードバックをして、県民の皆さ

まのために生かしていきたいと思っています。 

 

（信濃毎日新聞） 

阿部会長におかれましては会長になって、あと少しで 1年になるかと思います。 

地方での全国知事会議は 1回目だと思うのですが、今回の会議踏まえて、手応え、

それから課題、この先の残りの 1年に向けて何か感じられたことはございますか。 

 

（阿部会長） 

そうですね。会長として 1年弱、あと残りもう 1年少しという形ですが、その前に

私は来週から選挙なので、まずは当選しないと知事会長やれないので、しっかり頑張

りたいというふうに思っていますが、47 人、各知事の皆様方と、こうしたリアルに、

行き会いをして、意見交換、あるいは、問題意識を共有できるというのは非常に素晴

らしい機会だと思っています。 

特に鳥取県の皆様方も大変なおもてなしで、非常に快適な環境をご用意いただきま

したので、そういう意味ではこういった全国知事会という組織体のあり方自体も重要
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でありますけれども、やはり現場を預かっている知事同士が胸襟を開いて語り合う場

というのは非常に重要だと思っていますし、会長の立場として、多くの知事の皆さん

が、率直な意見交換をしやすい雰囲気を作らなければということで、今回も取り組ま

せていただいたところであります。 

 

（信濃毎日新聞） 

あわせて今後の、これまでもありましたけれども、様々な都道府県の意見集約調整

等、今回もいろいろ大変だった部分があるのではないかなという、各知事さんのお話

からもうかがえますけども、そういった、今後の先の課題の認識っていうのを一言い

ただけますか。 

 

（阿部会長） 

もちろん 47 都道府県、置かれている状況とか、軸足を置いている政策が必ずしも全

く同じわけではないので、いろいろ意見が違う部分はあると思います。 

ただ、今回の議論を通じて、お互いの考え方を共有し合うことによって、かなりま

とまって行動する素地ができているのではないかなと思っています。 

そういう意味で様々な提案、宣言、これから具体化に向けて、委員長県、本部長

県、皆様とも連携しながら、取り組んでいきたいと思っています。 

 

（司会） 

それでは予定の時間となりましたので、これで記者会見を終了させていただきま

す。 

以上 


